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水土決 と の工で取広に

な 状事あ

再建

加 で負よ業工、、

３に度設

者 あ担りと事

為約つ係入部

の り行契

札 そ担をのる札に

入 、

せい

金 の当締特指とお

建競ずて

額 予者結定名

ある設争、は

が 定です

ず 格るこ工入当、

い 価

入常

れ は帯と事札該通

同、札、

も １広に共は
最 億土決

びの事

いこ関確及事工
内の

てれ係認

はをの

容内 、棄確
、事びは

次却認工及容
札水

とる判の入取

のす

堰

お。断内

り及容の

定意び続ー

決び及手ゲ

たに札状及

し見入のト

こそ査

びあ札工たち調

る金事

場額にとの対

ど表者

工合が係な代象

、低入か者に

事は最る

外い

係そ制札ら以つ

に

価額当のて

るの限金、

面

名表格が該者は

指代

で 競者を最
及るに

争）下低社あ談

回制 入

定

に入予

所争、

業競か
いが

てつ格

いに価

お札
査入に

監、正

地て適

実

定

い加さ

行参算

を札積

堰木 っ 況にる
ー業、 た は係。ゲ現し

次指のト所指 。 、るそ
、びは選

の名際及長名
委

お争工関、考

と競
り入期連

員 で札をす

あが勘る工会

三

し気に選

る打案電事の

。切（
一 りて設つ考

九

定企平執こ

に工備いを

木低

現し業成行の 制
者よ 業、体限

な 円価 所指を年がう 万

月札ケ で格 長名入５入

あは選札

をー １ 、考参
委加日打ス っ

億 員者にちは た
。工会と執切打

事のし行っ切
。と 円

に選てさたり 万

いを名たし ）

つ考指れ

水

い手は取

。つの況び

て続、
況とゲ

べ状の門

述の次
び

で並
りト

。等おー

る

び３よ

す
連
。関

るに
あ

にた価入社り

札社っ限

対の

入対理格札にそ

の

な下加し内

札し由を参

な

加談ど回者、容

参、

たあ書ど

者合にっで文

につ

特よ確

入係い理るにを

事、に定る認

札るて由

加た

加実文つ建追し

参

にて工調。

者関書い設

のて

、者れ

が係

指い
ど

、どな

事なか

工名る
入
札を

た

、るし

事係認

工に確
一
連。

工の

）

りののもて

よ事等て経

終内製指、

了容作名

しがの競

経し。て を

た一み争工

かる 回

はてたしい 下

て

、た

名７し。 っ

指、。

設
気
電

る

争の各こ

競社

共を

特のよ十事査

等
備

建無調な同行

定有る分

を答業と

設、査回企う

工

行が体と 事

適
びが

及続
事手

正
工に



カ
な

と
る
工設
事計
に図

北 海 道 公 報

該札者 当加 オ入参

金
工額入

予最 事の札 及予

号外第

係べ

誤関す

ウエ
り 事各

書て は 共な指

が入

お 同名工認工類の

ら及廃札

、 企業事め事

こ 業者及

号

平
成事を
十に入
三係札

年る参工
八入加事

係書
る
公原

７８９９設が
用）

示本
、て

はれ
書さ

図存
計保

入お
札り

１２３４４６

価金 制 工 び定定低
限

格額 事価価

順 ：： 事対に格格 工に
にす位 係 係る

る る割予対 指合定す 名は入

価る 競、札格割 ］

れび棄参
入のに合 争次

さ加

の 体のび
な 入 が入

れ者 か 札 落札

い行

に 札金工っ工てが

。にるい

つ し額事た事

。い係係た、

い たはに

公確出

もずるるめ貸

て

は

低も定示認し

最れ予
該格設き５

制当価用で

価最の計なつ

限
月札者に

十参と係

七加しる

日

争

全名競

と指名

者て指

同た入

くし

金

７は

じ。札

曜

の平

社、

日

打こ
の、

単成

切れ
りに
後よ
、り
廃設

７れ書
さ図
棄計

６９

がを
る容
い内
ての

の入

札表

１２７５２４

に

予最 おと札

で金 制 工 るり定低

けお
札る

価 入あ額 事価限 各
加順 ：： 参。に格格

位 係 者単

る の位予対 入定す 札円入

定書っ入

格低算図かの

制
限及のた札

価び閲が参

格最覧、加

び係が 円
を低及関者 万

け が
回限貸人受 ）
下制

な格し査て 設
ら価出調

状よる さ
かののにい 定

と て
た定況る。 れ
っ算
。にに

体
と月

業６

企年

３
建さ

定行

特執

のに

つ日

工、

設れ

共特

事

、把
そ握

あての

原ア

。
基た
のし

記のりるお

因てそあ

み で

載次、こりで あ
る工さのまと、

２

因を

判原誤

れま断設

に与 てなで計
事るる

いおと図工係え

価る
る、な書

金、札格割 ］
日

イウ

び
及）に合 額％

、

の特定工ず

建事れ 単定

帯 体建特設共も

、 い

企設定工同道工広

がてて覧

いい閲 た

つつ
、

、、はは
誤特

イウア

争の

り定 日 予 入

は建 に 定 札
建

同定
は工執工認設工

体工

業設

企

設
ア

備
等 工

と事れ３たが受
あ 事工

意
と はにてペ、明注

る

冊さ欲
誤 解係いー合示

取に一れの
解 しるるジ

た計水は覧、あ
し が設

表更る
、

堰 い図

工札
工 も書ゲ工はに入

とペ事参
事 のはー事６

帯製しー費加の と、ト

在 え広作てジ内者存 考

帯部

に ら土に記目訳が

て錯係広分

。工っにに

あ

。情い誤る土が

）事
。与名現っ

報たを指木

る争所と

公え競業た

の

分札見る

に部入のす

表

あおはの

るがに解も

よ

たて第あ

出っい、で

申

木

業工建事企外事土

の

企係現

の事設共業のに

企の業る業

ほ共工同体

企共業構で指所

か同事
業同体成あ名の

、

争覧

特体企の員る競閲
入室

定の業構は。

つの員社札に

建３体成

工の構はの掲

設

大工示

共定員社阪事さ

事特成

及

格 、事行事め工事

価

れ共び

は 平のさ及ら事

成内れび
な同 容、

か企 年は

事 円 ７ゲ社工っ業工 万

。のに で 月ーが事た体

ト落に

成る っ

日等札係結係 あ
据た予等指 た

にのしる

行付。定の名 。

執
さ工価状競

内
作 びの

製 及事
の

で
容あ

そ の初
、 事当

り 工は
の 内

予 容
含
格 入に

価 び事
定 及工

気 れ木係載に書、

は 札

ものが る現るさあにこ
設付 。業総れる

所括てが
事図な が表い、工計か

示がる

を可 し表取工と書い

た紙水事
及工見能
は

解次門び事て性

見の

が、 ののゲ

る回な

と２ー工あ今少

ー製のこのい

おペト事

すべのが

受とす３る

り

見ののこ

時るて４、

付

れ

期

記つ

、に札にに

は解入
して

表い額載い

公つ金
低と、

日最たは

のてが

理

平限りの

ら制お次

か

同建は府情れ

成価、

熊）報た
か

業工社本及はほ

企設
体事県び、
平、

同庫及社成業

、共兵）

界 特企県び
東年紙

建体及社京４に

定業）

設がび都月は
４ 広） 工指
事名社島で日月

共さ県あに

同れ大）り公日

れ事格況争

び算札 事

、及の入 工

が連及つ 係

社関定に に

札る最て 指

落すびい る

た気制、 競

し電低は 名
争

格述 札
備価で 入

。設限

ま

製算た 、
ののべ は
等

の
手れ
続て

あ

況取で

状た円

のい万
っ

等水
ゲ。
門た

四ー
ト （

二及工

〇

考

、ジ作２と入と

び事

にのつが札
ら

工あ総の明はえ

事る括工示
れ事る

とが表事さ工れ

格設由

し、がが

書、

４下図ら

年を計か

っにそ

月回

て阪、、表付

日た錯の

構さけ

企
体る）特成れで

業い府
建は載

及。、定員た掲

び

特設い同さ

でにお 成
作定と 平
あつり

りい、 年
、て７

そ月、社

）

電名
る指
する

連係
関に

気競



イ

平 参答

成 う入加を

十 札者得強 な

三 把工工金にたい

年 握事事額つに受

八 漏ををのいと注

北 海

円

る１者約万

のの電電 強

） 入気気 い

の

備備ほ 万 受工の札設設

注事オ金

道 公 報

ア

、握で。

どはが把由る

係つい１漏あ強

関に強

がと受

人い受社れるい

確意単あす注

調て注の

査

号外第

て者札

びにに下れ加入

あ係回な

あ額

工るるっおいで金

がるに

事な指て、る

とど名い

、特つ し設競な

号

ー

イ

ト 別平

等 成 記

工 のの
」 式作

年事 模製

月 れ見見見てど意

十 は落落積はま欲

七 起ととり面りを

日

に十っ

きしすの談、も

と能えよ分て

にた可考

究札

いの性方るに応

く
も回がな調

金

をすた

の答少ど査明し

とになに

曜

施こ果

考ついつ実る結

えいこい

日

工と 円

らてとてしとで

が事事ん で 意にで額工

るべ最にのど あ 欲係述

、 持入た低つ把に り を

漏い こ っ札と制い握つ

価把れて れ てにお限て

い、格握に把 は いおり
を漏よ握 当 た

該 とて

大れる漏 工 いも

入を 事 う強工幅が各れ

上っ札し に こい事にあ

認欲体っる意

お と受に

答を

おしを企た回欲

に

っととがも

いたも業こ

て

、こて１があっ

てと

の３た応

各ろ応つ、っ

札３し特社。札

入、札

単かた

参社結定のしし

単と設体し結

加の果建

次で

に体し工企、果

者
入企て事業

建て

て計争か工そ定い

にう設の

い図入っ事の

に。係ち工各

る書札た

札

と編おる５事入

この

名は同参

並さい指社共
企加

びんて

に方は競

業者 法、争
事のら

工にい入工体か

いれはに構の

事おず札

を

３

係ての７係成回

に

い を工

月と 図
の容

に。 照内

日う 参事

競価 とし

名定 こと

指予

。る 入１ ）い 争格 。て
こ 札億
にと 付、

原でる

れは、てがあ さ

係因きと

る、関
調究か回

で人のなの

。

をにたに

べ査明っ答

述
お度めい

と再努。つ

た
あし、

で施が

り実たて

回た金た

。一の

る、次

意るりと額こ け で注係

電 れ欲入、のとと る あ

に 気 ばを札予回

相 設 、持に定答
事す 備 通っお価に工当

にいにる 工 常てい格つ

たは近て係も 事 はいて

の

、

す金予で 予 そも、いる
価 代とべ額定あ 定 のの

な格が 格 替推てと価る

札業入共かのあ
の認の

は由と

金と札同ら理る

かの

額２金企

がつ額業
事、答

最のが体工ら回

定低らをこに

低特最か

らい

限建制は見れつ

制

価気とのて

価設限電落
た答

を事格設し回

格工
回同下工こに

下共を備

社る員答
っ企回事とは

札の指でに

る、入

総

参単名あつ 括

争。て

表工加体競るい

札

合にの業入

が事者企
入

一似札入の

冊類入が
参

表て額参札

覧し金札
者

りる最者加

よいも加

万

前、制し又

もが低と

書 は 第図 ） た計 円 れ設

川

い 水 買

お 取 売に 、 ２
堰て

工

れ ト ト

そ ー ー

は ゲ ゲ

部よ

を 取 製

れ び 場

ぞ 及

札回
入な
のう

特

な見に建

あ入と的定

が

札 っ

設 のっ積

こ 約 入さ入っと、 は

た

札れ札ての

の でる参い差

よ あが加るは

が
業
ウ

、。

を認額型体

にが疑

作し当が水企工

が

理体たつそ問

た業っ
らとて理残

由かこいの

な

取がをの 業

知単

限ては

）工設水

の

価指入 ペ
ジ事をさ参

ー工格名札
ら当い

ほ電いなかお

も

水 作

ぼ気設たか

工
内

づは度

下ゲ及
事 門 以

き、
容 積

工 。工見たり
め見事共

事積たを工事
係企

係囲、直に同

に範
入、一、る業

るは同し
金事札の

札結の工入体
額成

お的額範金結

に果
て、なのと及

いにと囲
っ変たび 、

た更ま入

に事

成て時最門業事工

し分の低）
る係

てか記制取。係に
入る

しっ憶限水

っあ格門札入

またで価
ーおと

た１るをゲに札

の、回トい入

。社が下

、金

札単取っ）て札

入

堰と積１額

が体水たの

不企
調業にの算つを

り体工 。事計

業の

を図門工、企事

見書ゲ事

）数 落のーと
じ事表

と閲ト同工。量
重

たを見でのが

し覧を
いとっ計な

と行落あ設
こ書て

回、した図っ

の

た

に算。とのい

答積た
や閲 つに

の内

同設計。っ、時て

。算資容

様備図当た積

にはし漏料の

の工書社

答には数かれは把

回事

破が

）つ、量しが、握

電生棄十

。い工調、発

把費の気しし分

て事書

もいな

握内み品たてで

書積つのるく

漏訳でに

が、算いと。、

れ

を 工算
にし

に額事討

事金工検

入なる応

るか係て

係を
金た

に下札し

札り入札

いっ額

つ回
低の

は金最社

てたが３

ま参

工工。をた札

当額

一に

をに味同加

事事加
金る

落るての係

見係し
と扱

し札札額取

と入入
っに

し誤額ない

ての金

まっを

五

た見出にい

った算たつ

（
二 。積しすて

一 範たぎ

し特じ

と）関報をの同

っるをて定に

な。す告
けな設た

た内受い建し
事由

め書、か工理

た訳

当沿めた共に

、に改っ
設と企い

日ってこ同つ
体は

当積計に業て

、て

のをを付及、

社算書気

、覧た
数行確いび次

い必
事日際見

て要工同のめ

設別見と

デの、に落

な
図売と、

タ計の落し

ー
を
メ書買し

し閲ゲあ事

モを川が工

。すトた数

た覧ーっの

の際案判表

そるのと量

わ算果

あ工がて思積結

内能、れをと

っ種可は

たて

と訳な数るしし

た
の書た量

つの少

回、め調１者過

量工にの記積

答数、書

でを

つ調種記特憶算

に

訳さ建は生

い書内載定
電た

び書れ設、じ

て及

単

面すい事気

図はて工

札価企

工応限体

該で制
２

どたをと

をし格業

事

っの

し、回つ

うが下

て

た特 も

う設

注事い建

受工と定

いる果事

た係結工

しに

） 囲とな

ぼ、

事ほろ。

工とこい

た１の

る一果

係同結

に

表たし社よ

量っ認
際社単な

を。た１のう
企答

度札にの体回

再入

み

際に件断の
確金小単

見

担仕あたで

、、がし

当様る

が容と社り

者内こ１積

か同備社

がべな共設１
費単

示コっ企のの

公て
れーこ体目体

さピた業

入を共

。

てしと）に企

業

意にま企

の札踏同

と
て再と

にい、体

図おえ

基



平れ 必企る

成も 業。な 要

７ 体お） が

３の

あ工を、」年社

る事指

予月単 場及名

北 海

い特術

加付つて技

イウ

加、た定的

こ資を追は

審入の４も建難

の格記

の

め査し関月の設度

た

と工 、申て係

道 公 報

要参て

い設がか必札い

れ、な加は

る工帯こつ

共土ら２社資、

が事広

定

こ同木のつも格特

、
れ企現特のあ審

号外第

月

て成て活表４

い結ア

は及特、動に１
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